
中学 2 年 数学 復習プリント「一次関数」30 問
組 番 氏名：

【P1】一次関数の意味と値の変化（Q1～Q6）
次の問いに答えなさい。

1. 一次関数 y = 3x − 5 で、x = 2 のときの y の値を求
めよ。

2. 一次関数 y = −2x+ 4 で、x = −3 のときの y の値を
求めよ。

3. 一次関数 y = 4x + 1 で、x の値が 1 から 4 まで増加
したときの x の増加量を求めよ。

4. 一次関数 y = −3x + 7 で、x の値が 2 から 5 まで増
加したときの y の増加量を求めよ。

5. 一次関数 y = 5x− 2 の「変化の割合」を求めよ。
6. 変化の割合が −4 で、x の増加量が 3 のときの y の増
加量を求めよ。

【P2】グラフの傾きと切片（Q7～Q12）
次の直線の傾きと切片を答え、直線の式を求めよ。

7. 傾きが 2、切片が −3 である直線の式を求めよ。
8. y = −x+ 6 のグラフの「傾き」と「切片」をそれぞれ
答えよ。

9. y =
2

3
x− 1 のグラフの「傾き」と「切片」をそれぞれ

答えよ。
10. 変化の割合が −3 で、点 (0, 5) を通る直線の式を求
めよ。

11. 直線 y = 4x− 2 に平行で、切片が 7 である直線の式を
求めよ。

12. グラフが y = −2x+ 1 を上下どちらかに平行移動した
もので、点 (0,−4) を通る直線の式を求めよ。

【P3】直線の式を求める１：条件から（Q13～Q18）
次の条件を満たす一次関数の式を求めなさい。

13. 傾きが 3 で、点 (2, 4) を通る直線
14. 変化の割合が −2 で、点 (3,−1) を通る直線
15. 直線 y = 5x+ 2 に平行で、点 (1, 3) を通る直線
16. x = 4 のとき y = 3 で、x が 2 増加すると y は 6 増
加する直線

17. 傾きが −1

2
で、点 (4,−3) を通る直線

18. 切片が 4 で、点 (−2, 8) を通る直線

【P4】直線の式を求める２：2点から（Q19～Q24）

次の 2点を通る直線の式を求めなさい。

19. (1, 3) と (3, 7)

20. (2, 5) と (4, 1)

21. (−1, 4) と (2,−2)

22. (3,−2) と (6,−1)

23. (−2,−5) と (2, 3)

24. (0, 2) と (4, 14)

【P5】2直線の交点・方程式とグラフ（Q25～Q30）

次の問いに答えなさい。

25. 方程式 2x+ y − 4 = 0 を、y について解いた式に変形
せよ。

26. 方程式 3x− 2y = 6 のグラフの切片を求めよ。
27. 2 直線 y = x + 2 と y = −2x + 5 の交点の座標を求
めよ。

28. 2 直線 y = 2x − 3 と y = 3x − 5 の交点の座標を求
めよ。

29. 直線 y = ax − 1 が点 (2, 5) を通るとき、定数 a の値
を求めよ。

30. 一次関数 y = −2x+ b で、x の変域が −1 ≦ x ≦ 3 の
とき、y の最大値が 5 である。このときの切片 b の値
を求めよ。



【解答と解説】

【P1】一次関数の意味と値の変化

一次関数の基本形は y = ax+ b です。変化の割合 =
y の増加量
xの増加量 = a（傾き）となります。

1. y = 3× 2− 5 = 6− 5 = 1

2. y = −2× (−3) + 4 = 6 + 4 = 10

3. x の増加量 = 4− 1 = 3

4. x の増加量は 5− 2 = 3。y の増加量 = 変化の割合× xの増加量 = −3× 3 = −9

5. y = ax+ b の a の部分が変化の割合なので、 5

6. y の増加量 = 変化の割合× xの増加量 = −4× 3 = −12

【P2】グラフの傾きと切片
y = ax+ b において、a が「傾き」、b が「切片（ y 軸との交点の y 座標）」です。

7. a = 2, b = −3 を代入して、 y = 2x− 3

8. y = −1x+ 6 と考えられるので、 傾き：−1、切片：6

9. 傾き：2

3
、切片：−1

10. 変化の割合は傾き a = −3。点 (0, 5) を通るので切片 b = 5。 よって y = −3x+ 5

11. 平行な直線は傾きが等しいので a = 4。切片 b = 7 より、 y = 4x+ 7

12. 平行移動なので傾きは同じ a = −2。点 (0,−4) は y 軸上の点なので切片 b = −4。よって y = −2x− 4

【P3】直線の式を求める１：条件から
y = ax+ b に分かっている傾き a を代入し、通る座標 (x, y) を代入して b を求めます。

13. y = 3x+ b に (2, 4) を代入 → 4 = 3× 2 + b → b = −2。 y = 3x− 2

14. y = −2x+ b に (3,−1) を代入 → −1 = −2× 3 + b → b = 5。 y = −2x+ 5

15. 平行より a = 5。 y = 5x+ b に (1, 3) を代入 → 3 = 5× 1 + b → b = −2。 y = 5x− 2

16. 変化の割合 a =
6

2
= 3。 y = 3x+ b に (4, 3) を代入 → 3 = 3× 4 + b → b = −9。 y = 3x− 9

17. y = −1

2
x+ b に (4,−3) を代入 → −3 = −1

2
× 4 + b → b = −1。 y = −1

2
x− 1

18. 切片 b = 4 より y = ax+ 4。 (−2, 8) を代入 → 8 = a× (−2) + 4 → −2a = 4 → a = −2。 y = −2x+ 4

【P4】直線の式を求める２：2点から
2点 (x1, y1), (x2, y2) から、まず傾き a =

y2 − y1
x2 − x1

を求め、その後 b を出します（連立方程式でも可）。

19. 傾き a =
7− 3

3− 1
=

4

2
= 2。 y = 2x+ b に (1, 3) を代入して b = 1。 y = 2x+ 1

20. 傾き a =
1− 5

4− 2
=

−4

2
= −2。 y = −2x+ b に (2, 5) を代入して b = 9。 y = −2x+ 9

21. 傾き a =
−2− 4

2− (−1)
=

−6

3
= −2。 y = −2x+ b に (2,−2) を代入して b = 2。 y = −2x+ 2

22. 傾き a =
−1− (−2)

6− 3
=

1

3
。 y =

1

3
x+ b に (3,−2) を代入して b = −3。 y =

1

3
x− 3

23. 傾き a =
3− (−5)

2− (−2)
=

8

4
= 2。 y = 2x+ b に (2, 3) を代入して b = −1。 y = 2x− 1

24. 点 (0, 2) より切片 b = 2。 y = ax+ 2 に (4, 14) を代入 → 14 = 4a+ 2 → a = 3。 y = 3x+ 2



【P5】2直線の交点・方程式とグラフ
2直線の交点座標は、2つの直線の式を「連立方程式」として解くことで求められます。

25. y 以外の項を右辺に移項して、 y = −2x+ 4

26. y について解くと 2y = 3x− 6 → y =
3

2
x− 3。よって切片は −3 （x = 0 を代入しても可）

27. 連立方程式

y = x+ 2

y = −2x+ 5
を解く。 x+ 2 = −2x+ 5 → 3x = 3 → x = 1。 y = 3。 よって (1,3)

28. 連立方程式

y = 2x− 3

y = 3x− 5
を解く。 2x− 3 = 3x− 5 → x = 2。 y = 1。 よって (2,1)

29. y = ax− 1 に x = 2, y = 5 を代入 → 5 = 2a− 1 → 2a = 6 → a = 3

30. 傾きが −2（負の数）なので、グラフは右下がり。よって x が一番小さい x = −1 のとき、 y は最大値 5 をとる。
y = −2x+ b に (−1, 5) を代入して、 5 = −2× (−1) + b → 5 = 2 + b → b = 3


